
１．プロフェッショナリズム

豊かな人間性と確固たる倫理観を備え、互いの立

場を尊重し、看護のプロフェッショナルとして社会の

責任を遂行することができる。

２．看護学の知識と技術

多様な人々に対する看護に必要な知識と技術を身

につけている。

３．課題対応能力と看護実

践能力

科学的根拠に基づいた臨床判断能力を身につけ、

良質かつ安全な看護を実践することができる。

４．コミュニケーションと多職

種連携

コミュニケーション能力を自ら涵養し、看護の対象

者や対象者を取り巻く人々、保健・医療・福祉に関

わる専門職と相互を尊重した良好な関係を築き、

対象者の問題解決に向けて連携・協力することが

できる。

５．地域医療への貢献

地域の保健・医療・福祉ニーズを把握し、地域医

療に貢献できるとともに、すべての人々の健康生活

を支援することができる。

６．科学的探究心と国際的

視野

知的好奇心を高め、専門職あるいは将来の研究

者としての基本的研究手法等を修得することによ

り、国内及び国際社会における看護・医療の発展

に貢献する素養を身につけている。

７．情報・科学技術の活用

個人情報保護等の情報リテラシーを備え、人工知

能等の情報・科学技術を利活用することができる。

８．生涯にわたって自律的に

学ぶ姿勢

自己主導型学習能力や生涯学習態度を身につ

け、他者とともに研鑽することができる。

1. 豊かな教養と確固たる倫理観を身につけ、利他

的かつ公正な態度で行動できる。

2. 人々の持つ多様な価値観や立場を尊重でき

る。

3. 看護専門職者としての役割と責任を理解し遂

行できる。

4. 医療・看護学における倫理的課題を説明でき

る。

臨床や研究に活用するために以下の領域の知識と技術を修得している。

1. 人体の構造と機能

2. 疾病の成立と回復の促進

3. 健康支援と社会保障制度

4. 疫学、保健統計

5. 看護基本技術

6. 生殖年齢・周産期にある人々に対する看護実践

7. 小児期にある人々に対する看護実践

8. 成人期にある人々に対する看護実践

9. 老年期にある人々に対する看護実践

10. 健康の段階に応じた看護実践（予防、急性期、回復期、慢性期）

11. 心のケアが必要な人々への看護実践

12. 地域包括ケアに関する看護実践

1. 看護に必要な対象者の情報を収集・統合し、ア

セスメントできる。

2. アセスメントの結果から、根拠に基づいた看護

計画が立案できる。

3. 修得した知識・技術を活用して看護を実践でき

る。

4. 観察・実施した看護を評価し、適切に記録でき

る。

5. 看護実践において、感染防止対策や安全なケ

ア環境を整備できる。

1. 対象者・家族の言葉を傾聴し、共感することに

より、良好な関係を築くことができる。

2. 対象者に対して、適切な言葉遣いができる。

3. 多職種連携における看護専門職者の多様な役

割について説明できる。

4. 医療チームのスタッフを尊重することにより、良好

な関係を築くことができる。

5. 医療チームのスタッフに対し、適切に報告・連

絡・相談ができる。

1. 社会保障制度・地域包括ケアについて説明でき

る。

2. 地域包括ケアにおける看護の役割について説明

できる。

3. 保健・医療・福祉に関する地域の課題を把握

し、解決するための理論・方法について説明できる。

4. 地域住民に対する健康増進、疾病予防、安全

確保のための活動に積極的に参加できる。

1. 看護学上の疑問・関心に基づいて、研究課題を

見出すことができる。

2. 看護学研究に必要な国内外の情報を取得するこ

とができる。

3. 看護学研究で用いられる基本的研究手法が実施

できる。

4. 自らの研究内容をわかりやすくプレゼンテーションで

きる。

5. 国際的視野を持って、看護学に関する課題につい

て考察できる。

6. 研究倫理を理解したうえで、研究を実施できる。

1. 個人情報や情報セキュリティに関する法令を遵

守し、臨床や研究の場で活用できる。

2. コンピュータを用いてデータを分析し、問題の解

決に役立てることができる。

3. 電子カルテの特性を踏まえて適切に活用でき

る。

4. 医療AI （人工知能）の現状と課題を説明で

きる。

1. 医療・医学・看護学の進歩に関心

を持ち、生涯にわたって自律的に学び

続けることができる。

2. 他の医療者と互いに教え、学びあう

ことができる。

GE-01 人としての対象の理解 生涯発達し続ける人を全人的に捉え、健康状態の多様さを理解している。

GE-02 対象アセスメントの視点と看護
対象者のライフサイクルにおける健康段階、発達課題、社会的役割の変化を捉え、生活者の
健康課題・健康問題を踏まえ、看護を計画・実施できる。

GE-03 生活者としての対象の理解
地域で生活する人々、在宅療養者と家族の健康生活を支える資源や環境、多様性を理解し、
多職種チームでケアニーズを共有し必要な看護を導くことができる。

GE-04 地域を捉えたニーズの把握
対象の暮らす地域特性を踏まえアセスメントし、地域生活や社会生活の支援ニーズを把握す
る。

GE-05
パートナーシップに基づく共感的
な関係構築

ケアの相互作用性を踏まえ、対象者と看護職のパートナーシップの成立に向け共感的な関係
を構築できる。

GE-06 パーソン・センタード・ケア
パーソン・センタード・ケアの基本を説明でき、自らの関係構築上の傾向を理解し、看護の
目的をもって対象者と援助的関係を構築することができる。

GE-07 家族の理解と家族看護
家族のライフサイクルに沿って家族システム、家族機能をアセスメントし、家族ケアを実践
できる。

PR-01
看護職の専門性を支える法律・倫
理の理解

看護職の法的位置づけを理解し、それに基づく行動規範が遵守できる。

PR-02 看護職としての倫理的行動 生命に関する倫理および医療における倫理の基本を理解し行動できる。

PR-03
看護職としての専門性に関する理
解

医療を中心に多様な場における看護の目的、基本的人権擁護の必要性が説明できる。

PR-04
看護職としての専門性に関する説
明責任

専門職としての看護職の責務を理解し、社会に対する専門職集団として行動できる。

PR-05

看護の特性と価値観を反映した職
業的アイデンティティの形成と育
成

自身の健康、強みを活かした心身のセルフマネジメントを行い、専門職としての目的意識を
もつことができる。

PR-06 看護職としての自己像の確立
自身の実践を省察することを通して人々の多様性を理解し職業アイデンティティを統合でき
る。

PR-07 リーダーシップ能力の開発
リーダーシップに関する理論や原則を理解し、実践を通してリーダーシップ能力の開発方略
を説明できる。

LL-01 生涯学習を可能にする基盤
環境や現状に対して批判的な視点をもち、学習への好奇心、勤勉さ、忍耐力、創造への意欲
をもって行動できる。

LL-02 生涯学習の内容と方略
省察・拡張学習・情報探索・モチベーションを向上させる方略により、積極的な学習ならび
に協働学習ができる。

LL-03 自己研鑽の継続と探求
自身のキャリアのビジョンや目標を定期的に確認し、自身の強みを活用しながら生涯にわ
たって研鑽を積む姿勢をもつことができる。

LL-04 看護職としての自己研鑽の継続 看護基礎教育・継続教育における目標と評価、学修方法を理解し、必要な学修ができる。

LL-05
看護職としての自己研鑽の継続と
探求

変動の激しい社会、地域社会、国際社会に貢献するとともに、多様な生涯学習の機会を把握
し、自身の職業観を涵養しながら主体的にキャリアを構築することができる。

SO-01 地域社会と健康
人々の健康に影響を与える地域の特性や社会的決定要因を理解し、健康を改善・促進するた
めの考え方を説明できる。

SO-02
人々の健康と暮らしを支える法制
度と保健活動の基本

日本の社会保障制度の成り立ちと衛生行政のしくみを理解し、それに基づく保健活動の基本
について理解している。

SO-03
医療・保健・福祉・介護・教育に
関連する法制度の理解

人々の健康と暮らしを支える法制度について理解し、多様な場と領域で展開される看護活動
について理解している。

SO-04 地域包括ケアシステムの基本
地域包括ケアシステムの構築に向けて、地域包括ケアと地域共生社会の考え方や地域アセス
メントを行うことを理解している。

SO-05
地域包括ケアシステムの構築と推
進

地域包括ケアシステムの構築と推進の必要性を理解し、社会資源の活用について理解してい
る。

SO-06 在宅における看護
対象者・家族の望む暮らしを支える在宅における看護の提供方法、および訪問看護の機能と
役割について理解している。

SO-07 地域における健康危機と看護
健康危機の概念と法制度について理解し、それを踏まえた地域における予防対策と看護活動
について理解している。

SO-08 国際社会における看護
国際社会と健康の関係を理解し、国際社会における看護の役割と貢献について理解してい
る。

QS-01 看護の質の維持・向上 看護の質管理の基本と評価の方法を理解している。

QS-02 ケア提供に対する説明責任 ケア提供についての説明および看護記録の法的根拠を理解している。

QS-03 対象の安全促進のための知識 有害事象の予防策と適切な対応を理解している。

QS-04
対象の安全促進のための知識と行
動

安全管理の基本的理解と対象の安全のための行動をとることができる。

QS-05 対象の安全促進のための感染対策 医療関連感染の理解と感染予防が説明でき、実施できる。

QS-06 災害等の対応 災害等緊急事態発生時の医療者・医療機関の役割と対応を説明できる。

IP-01 多職種連携の基盤 多職種連携の価値、目的を理解し、患者中心に実践できる。

IP-02
チームにおけるコミュニケーショ
ン

自分の意見を明確に伝えチームメンバーの意見を傾聴することでチーム内のコミュニケー
ションを効果的に行うことができる。

IP-03 専門職の役割と責任の理解
看護職の役割・責任・保有する知識、他職種の役割・責任・保有する知識を説明でき、常に
更新することができる。

IP-04 チームワーク チームワーキングに必要な知識を説明し、実践できる。

IP-05 対象を中心とした連携協働 対象者志向の連携協働ができる。

IP-06 連携協働の生涯学習 自らの連携協働実践を振り返り、チームメンバーとともに学び続けることができる。

IP-07 倫理的態度 すべての同僚に対して倫理的な態度で接することができる。

RE-01 学術活動の倫理的行動 学術活動における倫理規定の重要性と内容を理解することができる。

RE-02 看護学の探究の基礎 科学的探究の諸方法について理解することができる。

RE-03 看護学の探究
研究の基礎を理解し、指導を受けながらそのプロセスを実施し、報告し発表することができ
る。

CS-01 専門的知識に基づいた看護過程
専門的知識に基づく看護過程を理解し、対象の身体・心理・社会的ニーズを分析し、対象の
目標・アウトカムの設定・計画立案・実施・評価・改善ができる。

CS-02 根拠に基づいた看護実践 根拠に基づいた看護実践を理解し、課題解決のために活用できる。

CS-03 対象者中心の共感的な看護実践
ライフサイクル各期に応じた対象者中心の共感的なケア、意思決定支援、セルフケア管理の
促進等の看護実践ならびに専門職連携ができる。

CS-04 専門的知識に基づいた看護技術
専門的知識に基づいたコミュニケーション技術、感染予防技術、日常生活を支援する技術、
生命活動を支える技術、治療・処置・検査に伴う援助技術等の看護技術を実践できる。

CS-05 健康段階に応じた看護実践
各期（急性期・周術期・緩和ケアを必要とする時期・回復期・リハビリテーション期・慢性
期・重症化予防を必要とする時期・疾病予防を必要とする時期）ならびにクリティカルな状
況や精神疾患を抱える対象への看護実践ができる。

CS-06
健康障害や治療・検査に対する看
護実践

健康障害や治療・検査に対する看護実践ができる。

CS-07 幅広い知識に基づいた臨床判断
論理的思考に基づく臨床判断について理解し、臨床判断における情報の知覚、情報識別・情
報の解釈・意味付け、反応・省察、専門職連携を実践できる。

CM-01 人間関係の構築
自己理解、人間関係の成立・発展を踏まえた人間関係の構築のためのコミュニケーションを
理解している。

CM-02 対象者との援助関係の構築 対象に応じたコミュニケーションによる援助関係を構築し、省察できる。

CM-03 対象者との援助関係に基づく支援 対象に応じた意思決定支援、カウンセリング、教育的支援を実施できる。

CM-04 対象者との援助関係の促進
アセスメントガイドを活用し健康に影響を与える個人的、社会的、経済的、環境的要因を理
解し、コミュニケーションできる。

CM-05 医療専門職との関係構築 専門職間連携を活用し、対象者に必要なケアを促進できる。

IT-01 ICT活用と情報リテラシー
現代社会におけるデータ・ICT・AI利活用の現況を知り、基礎的なデータの取り扱いとデー
タ分析方法を理解している。

IT-02
医療における情報・通信・科学技
術の基本的理解

医療情報システムを使用するために必要な基礎的知識を修得し、個人情報を適切に取り扱う
ことができる。

IT-03
情報・科学技術による患者支援の
理解促進

医療専門職として、情報通信技術を活用し、地域の保健医療福祉の提供に必要なデータとそ
の活用について理解している。

IT-04
情報・科学技術によるケア提供能
力の強化

適切な看護ケア提供のために、ICT・AI・XRを活用できる。

IT-05
医療における情報・通信・科学技
術のシステム活用

医療情報システムの利活用の必要性と方法を理解し、安全に使用できる。

PS-01 看護の学問分野特有の視点 看護の学問分野特有の視点を理解し、実践の科学としての看護活動について理解している。

PS-02 医療システムにおける看護 医療システムにおける看護を理解している。

PS-03 生命維持と生物学的な死 看護の基盤となる生命を理解するために、生命維持と生物学的な死について理解している。

PS-04
生命維持・生活行動を理解するた
めの体の仕組み

看護の基盤となる生命維持・生活行動を理解するための身体の仕組みを理解し、看護実践に
活かすことができる。

PS-05
ライフサイクル期における生命維
持と生活行動

看護の基盤となるライフサイクル期における生命維持と生活行動を理解し、看護実践に活か
すことができる。

PS-06 生命維持と日常生活行動
看護の基盤となる生命維持と日常生活行動の関連について理解し、看護実践に活かすことが
できる。

PS-07
各器官および全身の構造・機能と
健康障害に対するニーズ分析

各器官および全身の構造・機能、健康障害に対するニーズを分析し、それを活用した看護を
実践できる。

PS-08
人体各器官の構造・機能と健康障
害に対するニーズ分析

人体各器官の構造・機能と健康障害に対するニーズを分析し、それを活用した看護を実践で
きる。

PS-09
精神系の健康障害に対するニーズ
分析

精神系の健康障害に対するニーズを分析し、それを活用した看護を実践できる。

PS-10
健康障害の程度と段階に応じた看
護実践

健康障害の程度と段階に応じた看護を実践できる。

PS-11
身体を守るしくみと異常に対する
看護実践

看護の基本となる身体を守るしくみと異常に対する看護を理解し、実践できる。
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医療専門職共通並びに看護職として問題解決するための専門的知識を保有して、課題を解決する。
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安全で質の高い、効率的な保健医療サービスを提供・管理するために、発展する情報通信技術や人工知能を活用したデータ収集、

意思決定を促す情報形成、信頼性の高い知識・情報・データに基づいた看護を実践する。科学技術の活用により、対象へのより快

適な生活へ向けた支援・健康促進を実現し、看護提供の質を向上させる。

DP4

●

CM-01～CM-05

1

1

　
 

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

能

力

看護職として、対象並びに多職種の多様な背景を理解したうえで、良好な関係性を構築し相互作用によって質の高い看護を実践す

る。

 

　

患

者

ケ

ア

の

た

め

の

臨

床

ス

キ

ル

人々のライフサイクルに応じた看護、健康状態に応じた看護及び生活する場での看護において必要な技能を修得し、根拠に基づく

質の高い看護を実践する。

DP3

●

CS-01～CS-07

DP6

●

RE-01～RE-03

1

1

DP4

●

IP-01～IP-07

 

　

科

学

的

探

究

能

力

看護学の学術的活動を通して、より良い看護を探究し看護実践の質向上に貢献するとともに、看護学の発展に寄与する。

 

　

多

職

種

連

携

能

力

医療・保健・福祉・介護等患者・家族にかかわるすべての人々の役割を理解し、お互いに良好な関係を築きながら、患者・家族・

地域の課題を共有し、かかわる人々と協働することができる。

1

DP5

●

SO-01～SO-07

DP6

●

SO-08

2

　

 

ケ

ア

の

質

と

安

全

の

管

理

ケアの質の維持・向上を目指し、ケア提供に対する説明責任を果たし、対象者と医療提供者の危険リスクが最小限となるよう行動

する。

DP3

●

QS-01～QS-06

　

 

地

域

社

会

に

お

け

る

健

康

支

援

地域社会及びケアシステムと人々の健康・暮らしの関係性を理解し、看護を展開し、地域社会の健康を支援する。

DP8

●

LL-01～LL-05

1

1

 

　

生

涯

学

習

能

力

 生涯学習の重要性を理解し、キャリア・ビジョンと目標を設定し、適切な学習方略に基づき学習を継続、評価・探求する。

　

　

プ

ロ

フェ
ッ

ショ

ナ

リ

ズ

ム

対象を常に尊重し、法律や倫理的なガイドラインに依拠した看護を、自己責任をもって遂行し、対象やチームメンバーに対する責

任を果たす。

DP1

●

PR-01～PR-07

1

基本的な資質・能力

看護学教育モデル・コア・カリキュラム（令和6年度改訂版）
ディプロマポリシー（DP）／DPに基づくアウトカム

第
１
階
層

第２階層 第２階層 学修目標

　

　

対

象

を

総

合

的

・

全

人

的

に

捉

え

る

基

本

的

能

力

 対象を全人的・個別的・総合的にみる姿勢や態度、パーソン・センタード・ケアの考え方を基盤に、生活者としての対象と家族を
支援する。

DP1

●

GE-01～GE-07

PR

SO

IP

QS

RE

GE

CS

CM

IT

PS

LL


